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嵌合式接合を用いた大断面木質パネル間接合工法の開発 

その１：実験概要と破壊性状 

 

 

 

1. はじめに 

2010 年に公共建築物等木材利用促進法が施行されるな

ど，建築物の木造化・木質化が推進されている。近年，

直交集成板（CLT）や単板積層材（LVL・B 種）といった

大断面木質パネルを用いた工法が施工性や耐震性，材料

の寸法安定性などの観点から有効な構造形式の 1 つとさ

れている。日本における木質パネルの利用については，

輸送や階高の関係から縦長の形状の小幅パネルを横方向

に緊結する方法が多く用いられている。この場合，パネ

ル間の接合部を強固にすることで，壁パネル全体の耐力

を向上させたり，パネル脚部の接合部よりも先に降伏さ

せることで，パネル間の接合部において地震エネルギー

を吸収することができると考えられる。 

そこで本研究では，パネル間の接合部の性能向上を目

的に，嵌合接合による壁パネル同士の接合形式を提案し，

要素実験により提案型接合形式の構造性能評価を行った。

本報では，実験概要および実験結果のうち，破壊性状に

ついて述べる。 

2. 実験概要 

2.1 試験体計画 

提案する接合形式は，図-1 に示すように，パネル側面

の凹凸（以下，「フィンガー」）を嚙み合わせることによ

ってパネル間に働くせん断力に抵抗する形式であり，本

実験では CLT および LVL・B 種の 2 種類の木質パネルを

対象に，図-2 に示すフィンガー部分を取り出した要素試

験体に対し，2 面せん断試験を行った。 

フィンガーの破壊性状として，フィンガー付け根部分

に亀裂が発生するせん断破壊またはフィンガー下部が側

材にめり込む圧縮破壊に至ることが考えられ，これらの

破壊性状にはフィンガー形状（以下，「H/W」）の影響が大

きいと想定した。そこで，表-1 に示す材料特性とフィン

ガー寸法をもとに以下に示す式(1)を用いて，フィンガー

最大耐力および破壊性状の推定を行った。 

フィンガー最大耐力 Pmax = min (Qs,Qc)      … (1) 
 

せん断強度 Qs(N)=材料せん断強度 τ(N/mm²)×高さ H(mm)×厚さ D(mm) 

圧縮強度 Qc(N)=材料圧縮強度 σc(N/mm²)×幅 W(mm)×厚さ D(mm) 

図-3 に示した推定結果より，H/W=σc/τ を境に破壊性状が

せん断破壊から圧縮破壊に変化すると考えられる(H/W≦

σc/τ：Qs≦Qc ，H/W＞σc/τ：Qs＞Qc)。しかし，フィンガ

ー最大耐力および破壊性状は，材料強度のばらつきや寸

法効果の影響などによって，推定したものとは大きく異

なる可能性があると考えられるため，試験体パラメータ

として，H/W の違い（H/W=3，7，13），寸法効果の影響

（H/W=3 において H=30mm，60mm，90mm），パネル厚

さの影響（H/W=7 において D=60mm，90mm），材種の違

い（CLT と LVL・B 種）の 4 種類を設定し，各試験体 3

体ずつ加力を行った。また，試験体名は以下のようにし

た。試験体諸元を表-2に示す。 

【試験体名】 
 

(例) C－90－30－210 

① ② ③ ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLT LVL 嵌合接合 

壁-壁接合部 せん断実験  

正会員 ○吉田 周平*1 同 青木 和巳*1 

 同  鈴木 裕介*2 同 前田 匡樹*3 

図-1 提案型接合形式 

図-2 要素試験体 

 

図-3推定結果(D=60mm，W=30mm の場合) 
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2.2 加力・計測計画 

写真-1 に示すように，アムスラー型万能試験機を用い

た静的一方向単調載荷により，試験体の強軸方向に対し

て加力を行った。加力が進むにつれ，側材パネル，フィ

ンガー部分，加力面中央パネルの 3 か所で挙動が異なる

と考えられるため，側材パネルに対するフィンガー部分

の相対変位および側材パネルに対する加力面中央パネル

の相対変位を左右表裏計 6か所計測した。 

2.3 構造性能評価の方法 

本研究ではフィンガーの構造性能評価として，２面せ

ん断試験によって得られた荷重-変位関係をもとに，提案

型接合形式の完全弾塑性モデル 1)を算出し，フィンガーの

構造性能（降伏耐力 Py，終局耐力 Pu，初期剛性 K，塑性

率 μなど）について検討を行った。 

3. 破壊性状 

H/W=3，H/W=13 の試験体の最終破壊状況を図-4 に示す。

CLT，LVL・B 種ともに H/W の違いにより，式(1)による

推定通りの破壊性状（せん断破壊および圧縮破壊）を示

し，H/W=7 の試験体については，せん断破壊と圧縮破壊

が混在する最終破壊状況を示した。せん断破壊型（以下，

「H/W=3」）の試験体では，最外層のフィンガー付け根部

分にせん断破壊が生じ，その後，写真-2 に示すような内

層（直交層）の曲げ破壊に至った。圧縮破壊型（以下，

「H/W=13」）の試験体では，フィンガー下部が側材にめ

り込む圧縮破壊が生じた。せん断破壊・圧縮破壊混在型

（以下，「H/W=7」）の試験体では，両破壊形式に示す破

壊性状が混在して生じ，CLT は圧縮破壊，LVL・B 種はせ

ん断破壊が卓越する傾向を示した。これは材料強度に依

存しているためであり，CLT の方がせん断強度に対する

圧縮強度の値が小さいためであると考えられる。 

4. まとめ 

その 1 では実験概要と実験結果のうち，破壊性状につ

いて述べた。本実験により得られた知見および参考文献，

謝辞はその 2にまとめて記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 要素実験載荷状況 

表-2 試験体諸元 

表-1 材料特性 

図-4 最終破壊状況 

 

せん断破壊型試験体 (H/W=3) 圧縮破壊型試験体 (H/W=13) 

写真-2 CLT内層の曲げ破壊 

圧縮 せん断

CLT 20.7 5.0

LVL・B種 28.5 4.5

平均最大強度 [N/mm²]

外層の 

せん断破壊 

内層の 

曲げ破壊 

脚部の 

圧縮破壊 

C-90-30-210 90 210 7

C-60-30-90 90 3

C-60-30-210 210 7

C-60-30-390 390 13

C-60-60-180 60 180

C-60-90-270 90 270

L-60-30-90 90 3

L-60-30-210 210 7

L-60-30-390 390 13

L-60-60-180 60 180

L-60-90-270 90 270
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試験体名 材種
パネル厚さ

D[mm]

フィンガー幅
W[mm]

アスペクト比
H/W

フィンガー高さ
H[mm]

層構成

側材に対する 

フィンガー部分 

の相対変位 

側材に対する 

加力面中央パネル 

の相対変位 

静的一方向 

単調載荷 
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